
７５ページ 

 

資    料  

１  ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 と 分 析  

目黒区では、障害をもつ人約 5,000 人、事業所約 200 か所を対象に、４種類のア

ンケートを郵送配布・郵送回収の手法で実施しました。なお、詳しい内容は本文５ペ

ージを参照してください。 

 

（ １ ） 障 害 を も つ 人 ご 本 人 へ の ア ン ケ ー ト 結 果 （ 抜 粋 ）  

ア  ご 本 人 の 介 護 や 支 援 を し て い る 人 は ど な た で す か 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主に介護や支援をしている人は、全体では「配偶者」が約２２％と最も多く、次いで「親・祖父母」

が約 15％となっています。「配偶者」への回答者の比率を前回調査と比較すると、３ポイント増加して

います。 

 

 

19.3%

17.3%

10.9%

14.3%

1.0%

10.4%

8.4%

3.9%

2.4%

13.3%

18.3%

3.0%

4.7%

22.1%

0.7%

0.3%

6.2%

1.6%

2.6%

0.6%

15.1%

43.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者

親・祖父母

兄弟姉妹（兄弟姉妹の配偶者をふくむ）

子ども・孫（子どもや孫の配偶者をふくむ）

その他の親族

ホームヘルパーなどの在宅サービス提供者

施設の職員

友人・知人

ボランティア・ＮＰＯの職員

介護や支援は必要ない

無回答

今回 前回（20年度）(N=2,882)



７６ページ 

 

イ  平 日 の 昼 間 は 、 主 に ど の よ う に 過 ご し て い ま す か 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日の日中の生活形態は、全体では「家にいる」が約 45％と最も多く、次いで「働いている」が約

19％となっています。前回調査と比較すると、「働いている」「家にいる」方の比率が増加しています。 

障害別にみると、知的障害の方では「作業が中心の施設に通っている」が約 27％、「幼稚園・保育園

や学校に通っている」が約２０％となっているのが特徴です。 

 

6.1%

7.7%

2.7%

3.9%

2.1%

12.4%

40.9%

6.6%

6.4%

4.4%

2.7%

5.1%

7.8%

5.7%

45.2%

18.9%

4.0%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園・保育園や学校に通っている

作業が中心の施設に通っている

身体機能維持・回復の訓練や生活訓練が中
心の施設に通っている

生活リズム・生活習慣の維持が中心の施設
に通っている

デイサービスに通っている

働いている（常勤、非常勤、アルバイト、
パートなど）

家にいる

その他

無回答

今回 前回（20年度）

(N=2,882)

回答者数

幼稚園・
保育園や
学校に
通ってい

る

作業が中
心の施設
に通って
いる

身体機能
維持・回
復の訓練
や生活訓
練が中心
の施設に
通ってい

る

生活リズ
ム・生活
習慣の維
持が中心
の施設に
通ってい

る

デイサー
ビスに
通ってい

る

働いてい
る（常勤、
非常勤、
アルバイ
ト、パート
など）

家にいる その他 無回答

人数 2,882 148 176 126 79 116 546 1,304 224 163

構成比 5.1% 6.1% 4.4% 2.7% 4.0% 18.9% 45.2% 7.8% 5.7%

人数 2,064 42 14 101 20 88 433 1,110 181 75

構成比 2.0% 0.7% 4.9% 1.0% 4.3% 21.0% 53.8% 8.8% 3.6%

人数 502 102 137 19 50 8 67 36 14 69

構成比 20.3% 27.3% 3.8% 10.0% 1.6% 13.3% 7.2% 2.8% 13.7%

人数 316 4 25 6 9 20 46 158 29 19

構成比 1.3% 7.9% 1.9% 2.8% 6.3% 14.6% 50.0% 9.2% 6.0%

１位：白文字、２位：太文字

精神障害

総計

身体障害

知的障害



７７ページ 

 

ウ  将 来 は ど の よ う な 暮 ら し 方 を 望 ん で い ま す か 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来の暮らしについては、「自宅で暮らしたい」が約６２％と最も多くなっており、前回調査と比較

して５ポイント上昇しています。 

障害別にみると、知的障害の方では「グループホーム、ケアホーム、福祉ホームのようなところで暮

らしたい」が約 29％となっており、共同生活への意向が強くなっています。また、精神障害の方では

「アパートやマンションを借りて暮らしたい」が約１７％と、一人暮らしの希望が多いのが特徴です。 

 

56.4%

5.5%

10.2%

8.6%

1.4%

2.6%

9.2%

6.2%

8.8%

7.4%

61.6%

2.8%

9.3%

3.6%

0.7%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅で暮らしたい

アパートやマンションを借りて暮らしたい

グループホーム、ケアホーム、福祉ホーム
のようなところで暮らしたい

障害者や高齢者向けの入所施設に入りたい
（入所を続けたい）

病院に入りたい（入院を続けたい）

その他

わからない

無回答

今回 前回（20年度）
(N=2,882)

回答者数
自宅で暮ら

したい

アパートや
マンション
を借りて暮
らしたい

グループ
ホーム、ケ
アホーム、
福祉ホーム
のようなと
ころで暮ら
したい

障害者や
高齢者向
けの入所
施設に入り
たい（入所
を続けた

い）

病院に入り
たい（入院
を続けた

い）

その他 わからない 無回答

人数 2,882 1,774 168 254 212 21 104 267 82

構成比 61.6% 5.8% 8.8% 7.4% 0.7% 3.6% 9.3% 2.8%

人数 2,064 1,426 90 88 131 14 71 176 68

構成比 69.1% 4.4% 4.3% 6.3% 0.7% 3.4% 8.5% 3.3%

人数 502 193 26 146 66 3 10 50 8

構成比 38.4% 5.2% 29.1% 13.1% 0.6% 2.0% 10.0% 1.6%

人数 316 155 52 20 15 4 23 41 6

構成比 49.1% 16.5% 6.3% 4.7% 1.3% 7.3% 13.0% 1.9%

１位：白文字、２位：太文字

総計

身体障害

知的障害

精神障害



７８ページ 

 

エ  現 在 、 働 い て い ま す か 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労状況は、「働いている」が約２８％となっており、前回調査と比較すると３ポイント増加してい

ます。 

障害別にみると、知的障害の方では「働いている」が約 41％となっており、他の障害の方より比較

的多いのが特徴です。 

 

 

 

 

 

 

24.8%

71.7%

3.6%

2.4%

28.1%

69.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働いている

働いていない

無回答

今回 前回（20年度）(N=2,882)

回答者数 働いている
働いていな

い
無回答

人数 2,882 809 2,003 70

構成比 28.1% 69.5% 2.4%

人数 2,064 524 1,490 50

構成比 25.4% 72.2% 2.4%

人数 502 208 281 13

構成比 41.4% 56.0% 2.6%

人数 316 77 232 7

構成比 24.4% 73.4% 2.2%

１位：白文字、２位：太文字

精神障害

総計

身体障害

知的障害



７９ページ 

 

オ  就 労 場 所 は ど こ で す か 。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労場所については、全体では「企業などで正社員、正職員として働いている」が約 38％と最も多

く、前回調査と比較して 10 ポイント増加していますが、障害別にみると大きく異なり、身体障害の方

は「企業などで正社員、正職員として働いている」が約 49％であるのに対して、知的障害の方は「授

産施設・小規模作業所、就労施設、福祉工場等に通所して働いている」が約 55％、精神障害の方は「企

業などで臨時、アルバイト、パートとして働いている」が約 39％となっています。 

 

27.8%

16.5%

27.1%

4.3%

20.1%

4.1%

17.9%

2.7%

37.5%

2.7%

21.8%

17.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業などで正社員、正職員として働いている
（契約社員も含みます）

企業などで臨時、アルバイト、パートとして働
いている

授産施設・小規模作業所、就労施設、福祉工場
等に通所して働いている

入所施設の利用者として働いている

その他

無回答

今回 前回（20年度）

(N=809)

回答者数

企業などで
正社員、正
職員として
働いている
（契約社員
も含みま

す）

企業などで
臨時、アル
バイト、

パートとし
て働いてい

る

授産施設・
小規模作
業所、就労
施設、福祉
工場等に
通所して働
いている

入所施設
の利用者と
して働いて

いる

その他 無回答

人数 809 303 141 145 22 176 22

構成比 37.5% 17.4% 17.9% 2.7% 21.8% 2.7%

人数 524 255 83 12 2 160 12

構成比 48.7% 15.8% 2.3% 0.4% 30.5% 2.3%

人数 208 37 28 114 16 4 9

構成比 17.8% 13.5% 54.8% 7.7% 1.9% 4.3%

人数 77 11 30 19 4 12 1

構成比 14.3% 39.0% 24.7% 5.2% 15.6% 1.3%

１位：白文字、２位：太文字

総計

身体障害

知的障害

精神障害



８０ページ 

 

カ  今 後 、 会 社 や 自 営 な ど で 働 き た い （ 働 き 続 け た い ） と 思 い ま す か 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の意向としては、「働きたい（働き続けたい）」が約 40％となっており、「働きたくない（働けな

い）」の約 47％を下回っています。前回調査と比較すると、「働きたい」と回答した方の比率が５ポイ

ント増加しています。 

障害別にみると、精神障害の方では「働きたい（働き続けたい）」が約 57％と高くなっています。 

 

 

53.4%

12.0%

13.2%

40.0%

46.8%

34.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働きたい（働き続けたい）

働きたくない（働けない）

無回答

今回 前回（20年度）
(N=2,882)

回答者数
働きたい
（働き続け
たい）

働きたくな
い（働けな

い）
無回答

人数 2,882 1,152 1,349 381

構成比 40.0% 46.8% 13.2%

人数 2,064 728 1,006 330

構成比 35.3% 48.7% 16.0%

人数 502 244 220 38

構成比 48.6% 43.8% 7.6%

人数 316 180 123 13

構成比 57.0% 38.9% 4.1%

１位：白文字、２位：太文字

総計

身体障害

知的障害

精神障害



８１ページ 

 

キ  福 祉 サ ー ビ ス を 利 用 し て い ま す か 。（ し た こ と は あ り ま す か ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉サービスの利用については、「福祉サービスは利用していない（したことはない）」が約４３％と

最も多く、次いで「補装具の利用」が約１３％となっています。 

 

2.9%

17.0%

10.5%

9.8%

4.7%

6.6%

9.8%

0.4%

13.6%

4.9%

9.0%

5.2%

40.8%

2.2%

16.2%

5.1%

5.5%

9.7%

6.7%

8.3%

4.2%

13.2%

1.0%

9.7%

8.8%

42.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護・重度訪問介護（ホームヘルプ　日常の
入浴、食事の援助）

ガイドヘルパーによる移動支援

入浴サービス

短期入所

理美容サービス

手話通訳者の派遣

補装具の利用

日常生活用具の利用

紙おむつの支給

その他

上記の福祉サービスは利用していない（したこと
はない）

わからない

無回答

今回 前回（20年度）
(N=2,566)

回答者数

居宅介
護・重
度訪問
介護
（ホー
ムヘル
プ　日
常の入
浴、食
事の援
助）

ガイド
ヘル
パーに
よる移
動支援

入浴
サービ
ス

短期入
所

理美容
サービ
ス

手話通
訳者の
派遣

補装具
の利用

日常生
活用具
の利用

紙おむ
つの支
給

その他

上記の
福祉
サービ
スは利
用して
いない
（したこ
とはな
い）

わから
ない

無回答

人数 2,566 249 226 131 141 249 25 338 171 213 109 1,091 75 437

構成比 9.7% 8.8% 5.1% 5.5% 9.7% 1.0% 13.2% 6.7% 8.3% 4.2% 42.5% 2.9% 17.0%

人数 2,064 200 65 106 48 212 24 304 154 153 80 930 55 378

構成比 9.7% 3.1% 5.1% 2.3% 10.3% 1.2% 14.7% 7.5% 7.4% 3.9% 45.1% 2.7% 18.3%

人数 502 49 161 25 93 37 1 34 17 60 29 161 20 59

構成比 9.8% 32.1% 5.0% 18.5% 7.4% 0.2% 6.8% 3.4% 12.0% 5.8% 32.1% 4.0% 11.8%

１位：白文字、２位：太文字

総計

身体障害

知的障害



８２ページ 

 

ク  事 業 者 を 選 ぶ た め の 情 報 は 十 分 で す か 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業者を選ぶための情報については、「情報がない」が約 23％と最も多く、次いで「あまり十分でな

い」が約 20％となっています。前回調査と比較すると、「十分と思う」への回答が３ポイント増加して

いる反面、「情報がない」と感じる方はいずれも約 23％と変化がありません。 

 

8.5%

21.2%

23.2%

13.8%

3.8%

29.5%

22.7%

16.7%

11.5%

25.7%

3.2%

20.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分と思う

あまり十分でない

情報がない

情報がほしいとは思わない（必要性がない）

その他

無回答

今回 前回（20年度）
(N=2,882)

回答者数 十分と思う
あまり十分
でない

情報がな
い

情報がほ
しいとは思
わない（必
要性がな

い）

その他 無回答

人数 2,882 330 583 655 481 93 740

構成比 11.5% 20.2% 22.7% 16.7% 3.2% 25.7%

人数 2,064 230 341 432 386 61 614

構成比 11.1% 16.5% 20.9% 18.7% 3.0% 29.7%

人数 502 70 163 118 56 17 78

構成比 13.9% 32.5% 23.5% 11.2% 3.4% 15.5%

人数 316 30 79 105 39 15 48

構成比 9.5% 25.0% 33.2% 12.3% 4.7% 15.2%

１位：白文字、２位：太文字

精神障害

総計

身体障害

知的障害



８３ページ 

 

ケ  福 祉 サ ー ビ ス の 中 で 利 用 し た い サ ー ビ ス は あ り ま す か 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、利用したいサービスについては、「特に利用したいサービスはない」が約３２％と最も多く、

次いで「ガイドヘルパーによる移動支援」が約１５％となっています。 

障害別にみると、利用したいサービスとしては、身体障害の方では「補装具の利用」が約１５％と最

も多く、知的障害の方では「ガイドヘルパーによる移動支援」が約４３％と最も多くなっています。 

 

回答者
数

居宅介
護・重度
訪問介
護（ホー
ムヘル
プ　日常
の入浴、
食事の
援助

ガイドヘ
ルパー
による移
動支援

入浴
サービス

短期入
所

理美容
サービス

手話通
訳者の
派遣

補装具
の利用

日常生
活用具
の利用

紙おむ
つの支
給

その他

特に、利
用したい
福祉

サービス
はない

無回答

人数 2,566 284 379 173 254 291 31 335 231 202 158 826 601

構成比 11.1% 14.8% 6.7% 9.9% 11.3% 1.2% 13.1% 9.0% 7.9% 6.2% 32.2% 23.4%

人数 2,064 223 163 138 98 239 28 302 205 147 125 716 528

構成比 10.8% 7.9% 6.7% 4.7% 11.6% 1.4% 14.6% 9.9% 7.1% 6.1% 34.7% 25.6%

人数 502 61 216 35 156 52 3 33 26 55 33 110 73

構成比 12.2% 43.0% 7.0% 31.1% 10.4% 0.6% 6.6% 5.2% 11.0% 6.6% 21.9% 14.5%

１位：白文字、２位：太文字

総計

身体障害

知的障害

23.4%

12.9%

17.1%

6.8%

13.8%

14.0%

0.9%

11.1%

7.1%

9.2%

6.3%

27.5%

24.1%

6.7%

9.9%

11.1%

9.0%

7.9%

6.2%

13.1%

1.2%

11.3%

14.8%

32.2%

0% 20% 40% 60%

居宅介護・重度訪問介護（ホームヘルプ
日常の入浴、食事の援助

ガイドヘルパーによる移動支援

入浴サービス

短期入所

理美容サービス

手話通訳者の派遣

補装具の利用

日常生活用具の利用

紙おむつの支給

その他

特に、利用したい福祉サービスはない

無回答

今回 前回（20年度）

(N=2,566)



17.3%

12.2%

10.7%

6.5%

4.3%

10.6%

6.5%

17.1%

7.2%

10.3%

24.1%

12.1%

9.3%

35.7%

12.7%

16.6%

24.1%

11.5%

13.5%

17.0%

12.2%

9.9%

4.6%

3.7%

5.3%

22.8%

29.5%

13.9%

6.2%

15.5%

24.9%

12.0%

15.0%

39.9%

9.8%

13.2%

15.6%

0% 20% 40% 60%

教育・学習のこと

リハビリのこと

経済的なこと

家庭生活のこと

現在の援助（介護）のこと

将来の援助（介護）のこと

就労のこと

趣味や生きがいを持つこと

医療のこと

交通機関のこと

住宅のこと

必要な情報を得ること

友達や相談相手を持つこと

地域の理解を得ること

結婚のこと

子どものこと

社会参加のこと

その他

無回答

今回 前回（20年度）

前回は本選択肢はなし

（Ｎ＝2,882)

８４ページ 

 

コ  生 活 の 中 で 悩 み ご と や 困 っ た こ と が あ り ま す か 。  

 

生活の悩みについては、「将来

の援助（介護）のこと」が約 40％

と最も多く、次いで「経済的なこ

と」が約 30％、「医療のこと」

が約 25％となっています。前回

調査と比較すると、「将来の援助

（介護）のこと」の割合が高くな

っています。 

障害別にみると、身体障害の方

は「将来の援助（介護）のこと」

が約 36％と多く、知的障害の方

も「将来の援助（介護）のこと」

が約 57％と多くなっています。

精神障害の方では「経済的なこ

と」が約 55％と最も多く、次い

で「就労のこと」が約 46％とな

っており、障害により異なること

が伺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答
者数

教育・
学習
のこと

リハ
ビリ
のこと

経済
的な
こと

家庭
生活
のこと

現在
の援
助（介
護）の
こと

将来
の援
助（介
護）の
こと

就労
のこと

趣味
や生
きが
いを
持つ
こと

医療
のこと

交通
機関
のこと

住宅
のこと

必要
な情
報を
得る
こと

友達
や相
談相
手を
持つ
こと

地域
の理
解を
得る
こと

結婚
のこと

子ど
もの
こと

社会
参加
のこと

その
他

無回
答

人数 2,882 180 381 850 402 283 1,151 433 446 719 346 451 499 351 309 188 125 305 186 494

構成比 6.2% 13.2% 29.5% 13.9% 9.8% 39.9% 15.0% 15.5% 24.9% 12.0% 15.6% 17.3% 12.2% 10.7% 6.5% 4.3% 10.6% 6.5% 17.1%

人数 2,064 57 313 553 230 183 740 181 233 495 243 304 304 124 107 68 99 107 126 427

構成比 2.8% 15.2% 26.8% 11.1% 8.9% 35.9% 8.8% 11.3% 24.0% 11.8% 14.7% 14.7% 6.0% 5.2% 3.3% 4.8% 5.2% 6.1% 20.7%

人数 502 90 34 124 87 71 286 107 114 116 65 61 120 123 137 42 6 114 32 48

構成比 17.9% 6.8% 24.7% 17.3% 14.1% 57.0% 21.3% 22.7% 23.1% 12.9% 12.2% 23.9% 24.5% 27.3% 8.4% 1.2% 22.7% 6.4% 9.6%

人数 316 33 34 173 85 29 125 145 99 108 38 86 75 104 65 78 20 84 28 19

構成比 10.4% 10.8% 54.7% 26.9% 9.2% 39.6% 45.9% 31.3% 34.2% 12.0% 27.2% 23.7% 32.9% 20.6% 24.7% 6.3% 26.6% 8.9% 6.0%

１位：白文字、２位：太文字

総計

身体障害

知的障害

精神障害



6.2%

3.5%

7.4%

73.8%

18.9%

5.3%

28.9%

16.7%

11.8%

1.8%

11.3%

1.9%

8.6%

3.3%

5.9%

3.3%

7.8%

5.2%

31.0%

74.2%

9.4%

3.0%

6.0%

1.9%

11.7%

12.8%

25.6%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親戚

知人・友人

会社の人、学校の先生

医師・病院ソーシャルワーカー・看護師・カウン
セラー（臨床心理士）など

福祉施設や作業所の職員

公的機関の職員（区、保健所、児童相談所など）

民生委員・児童委員

同じ病気や障害のある仲間

ボランティア・ＮＰＯの職員

サービスを供給している事業者

相談するところがない

相談するところがわからない

その他

無回答

今回 前回（20年度）(N=2,882)

８５ページ 

 

サ  悩 み や 困 っ た こ と を 相 談 す る の は 誰 で す か 。  

 

生 活 の 悩 み ご と の 相 談

先は「家族・親戚」が約

74％と最も多く、次いで

「医師・病院ソーシャルワ

ーカー・看護師・カウンセ

ラー（臨床心理士）など」

が 約 31％ と な っ て い ま

す。前回調査と比較する

と、あまり変化はないよう

です。 

な お 、 知 的 障 害 の 方 は

「福祉施設や作業所の職

員」が、約 43％となって

おり、「家族・親戚」に次

いで多くなっています。精

神障害の方は「医師・病院

ソーシャルワーカー等」が

約 65％となっており、他

の障害の方より多くなっ

ているのが特徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者
数

家族・
親戚

知人・
友人

会社の
人、学
校の先
生

医師・
病院
ソー
シャル
ワー
カー・
看護

師・カウ
ンセ
ラー
（臨床
心理
士）な
ど

福祉施
設や作
業所の
職員

公的機
関の職
員（区、
保健
所、児
童相談
所な
ど）

民生委
員・児
童委員

同じ病
気や障
害のあ
る仲間

ボラン
ティア・
ＮＰＯ
の職員

サービ
スを供
給して
いる事
業者

相談す
るところ
がない

相談す
るところ
がわか
らない

その他 無回答

人数 2,882 2,138 738 151 892 369 336 55 272 87 174 133 178 102 214

構成比 74.2% 25.6% 5.2% 31.0% 12.8% 11.7% 1.9% 9.4% 3.0% 6.0% 4.6% 6.2% 3.5% 7.4%

人数 2,064 1,546 585 60 579 97 192 41 167 24 117 99 131 55 177

構成比 74.9% 28.3% 2.9% 28.1% 4.7% 9.3% 2.0% 8.1% 1.2% 5.7% 4.8% 6.3% 2.7% 8.6%

人数 502 371 54 85 109 214 78 8 46 49 47 10 19 26 25

構成比 73.9% 10.8% 16.9% 21.7% 42.6% 15.5% 1.6% 9.2% 9.8% 9.4% 2.0% 3.8% 5.2% 5.0%

人数 316 221 99 6 204 58 66 6 59 14 10 24 28 21 12

構成比 69.9% 31.3% 1.9% 64.6% 18.4% 20.9% 1.9% 18.7% 4.4% 3.2% 7.6% 8.9% 6.6% 3.8%

１位：白文字、２位：太文字

総計

身体障害

知的障害

精神障害



2.6%

6.6%

27.4%

12.7%

20.6%

24.8%

9.5%

4.1%

0.4%

8.4%

8.7%

1.8%

6.4%

9.7%

9.6%

6.3%

28.3%

17.8%

13.5%

5.0%

26.5%

1.5%

6.6%

7.9%

6.7%

12.8%

0.7%

30.1%

7.3%

0% 20% 40% 60%

歩道、道路、出入口に段差がある

階段の昇降が困難である

路上に障害物がある

標識・表示の案内がわかりにくい

点字ブロック・盲人用信号がない

手すりがない

付き添ってくれる人がいない

移動の手段がない

障害者が使えるトイレがない

電車・バス・タクシー等の乗降が困難である

乗車券の購入・料金の支払いが困難である

（車イスなどの）福祉タクシーが利用しにくい

その他

特にない

無回答

今回 前回（20年度）

（Ｎ＝２，８８２）

前回は本選択肢はなし

８６ページ 

 

シ  外 出 す る と き に 困 っ た り 不 便 に 感 じ た り す る こ と は 何 で す か 。  

 

外出時に困ったり不便に感じ

たりすることについては、「階段

の昇降が困難である」が約 30％

と最も多く、次いで「特にない」

が約 27％となっています。前回

調査と比較すると、「階段の昇降

が困難である」が５ポイント上昇

しています。 

障害別にみると、身体障害の

方では「階段の昇降が困難であ

る」や「歩道、道路、出入り口

に段差がある」がそれぞれ約

38％、約 33％と多くなってい

るのに対して、知的障害の方で

は「乗車券の購入・料金の支払

いが困難である」や「付き添っ

てくれる人がいない」がそれぞ

れ約 23％、約 17％と多くな

っています。また、精神障害の

方は、約半数が「特にない」と

回答しています。 

 

 

回答
者数

歩道、
道路、
出入
口に段
差があ

る

階段
の昇
降が
困難で
ある

路上に
障害
物があ

る

標識・
表示
の案
内が
わかり
にくい

点字ブ
ロック・
盲人
用信
号がな
い

手すり
がない

付き
添って
くれる
人がい
ない

移動
の手
段がな
い

障害
者が
使える
トイレ
がない

電車・
バス・
タク

シー等
の乗
降が
困難で
ある

乗車
券の
購入・
料金
の支
払いが
困難で
ある

（車イ
スなど
の）福
祉タク
シーが
利用し
にくい

その他
特にな
い

無回
答

人数 2,882 763 867 390 143 20 368 193 44 191 228 210 76 190 789 365

構成比 26.5% 30.1% 13.5% 5.0% 0.7% 12.8% 6.7% 1.5% 6.6% 7.9% 7.3% 2.6% 6.6% 27.4% 12.7%

人数 2,064 673 775 323 71 16 338 86 32 147 178 70 55 109 503 268

構成比 32.6% 37.5% 15.6% 3.4% 0.8% 16.4% 4.2% 1.6% 7.1% 8.6% 3.4% 2.7% 5.3% 24.4% 13.0%

人数 502 72 66 51 57 3 19 87 3 38 34 115 20 35 131 63

構成比 14.3% 13.1% 10.2% 11.4% 0.6% 3.8% 17.3% 0.6% 7.6% 6.8% 22.9% 4.0% 7.0% 26.1% 12.5%

人数 316 18 26 16 15 1 11 20 9 6 16 25 1 46 155 34

構成比 5.7% 8.2% 5.1% 4.7% 0.3% 3.5% 6.3% 2.8% 1.9% 5.1% 7.9% 0.3% 14.6% 49.1% 10.8%

１位：白文字、２位：太文字

総計

身体障害

知的障害

精神障害



８７ページ 

 

ス  災 害 時 に １ 人 で 避 難 で き ま す か 。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時に１人で避難できるかどうかについては、全体では「避難できる」が約 33％で最も多く、

次いで「避難できると思うが、自信がない」が約 32％となっています。 

障害別にみると、身体障害の方では「避難できる」が約 37％と最も多くなっていますが、知的

障害の方では「避難できない」が約 61％、精神障害の方では「避難できると思うが、自信がない」

が約 44％とそれぞれ最も多くなっています。 

 

回答者数 避難できる
避難できる
と思うが、
自信がない

避難できな
い

無回答

人数 2,882 956 934 835 157

構成比 33.2% 32.4% 29.0% 5.4%

人数 2,064 756 678 494 136

構成比 36.6% 32.8% 23.9% 6.6%

人数 502 68 118 305 11

構成比 13.5% 23.5% 60.8% 2.2%

人数 316 132 138 36 10

構成比 41.8% 43.7% 11.4% 3.2%

１位：白文字、２位：太文字

精神障害

総計

身体障害

知的障害

29.0%

5.4%

33.2%

32.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

避難できる

避難できると思うが、自信がない

避難できない

無回答

(N=2,882)



８８ページ 

 

セ  家 族 が 不 在 の 場 合 、災 害 時 に 近 所 に 助 け て く れ る か た が お り ま す か 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時に近所に助けてくれる方がいるかどうかについては、「いない」が約 47％と最も多く、

次いで「いるが、いつも頼れるわけではない」が約 31％となっています。障害間での差は、特に

みられません。 

 

回答者数 いる

いるが、い
つも頼れる
わけではな

い

いない 無回答

人数 2,882 432 889 1,344 217

構成比 15.0% 30.8% 46.6% 7.5%

人数 2,064 335 666 881 182

構成比 16.2% 32.3% 42.7% 8.8%

人数 502 72 133 278 19

構成比 14.3% 26.5% 55.4% 3.8%

人数 316 25 90 185 16

構成比 7.9% 28.5% 58.5% 5.1%

１位：白文字、２位：太文字

精神障害

総計

身体障害

知的障害

46.6%

7.5%

15.0%

30.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる

いるが、いつも頼れるわけではない

いない

無回答
(N=2,882)



８９ページ 

 

ソ  災 害 時 の 支 援 体 制 に つ い て は 、 ど の よ う な も の を 希 望 し ま す か 。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時の支援体制については、全体では「避難所への誘導」が約 51％と最も多く、次いで「障

害者に配慮した避難所運営」が約 50％となっています。 

障害別にみると、知的障害及び精神障害の方では「障害者に配慮した避難所運営」が最も多く

なっており、次いで、知的障害の方では「避難所への誘導」、精神障害の方では「障害者に配慮し

た備蓄品の確保」となっています。 

 

 

 

 

回答者数
避難所へ
の誘導

災害発生
の連絡

障害者に
配慮した
避難所運

営

障害者に
配慮した
備蓄品の
確保

災害時の
安否確認

避難所の
バリアフ
リー化

その他 無回答

人数 2,882 1,473 1,003 1,429 1,200 1,042 638 170 363

構成比 51.1% 34.8% 49.6% 41.6% 36.2% 22.1% 5.9% 12.6%

人数 2,064 999 647 927 811 650 534 121 303

構成比 48.4% 31.3% 44.9% 39.3% 31.5% 25.9% 5.9% 14.7%

人数 502 329 231 341 237 268 84 22 34

構成比 65.5% 46.0% 67.9% 47.2% 53.4% 16.7% 4.4% 6.8%

人数 316 145 125 161 152 124 20 27 26

構成比 45.9% 39.6% 50.9% 48.1% 39.2% 6.3% 8.5% 8.2%

１位：白文字、２位：太文字

精神障害

総計

身体障害

知的障害

49.6%

41.6%

51.1%

12.6%

5.9%

22.1%

36.2%

34.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

避難所への誘導

災害発生の連絡

障害者に配慮した避難所運営

障害者に配慮した備蓄品の確保

災害時の安否確認

避難所のバリアフリー化

その他

無回答

(N=2,882)



９０ページ 

 

タ  地 域 で 生 活 を し て い て 、 差 別 を 感 じ る こ と が あ り ま す か 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域で生活している中での差別については、「とても感じる」「どちらかといえば感じる」がそれぞれ

約５％、約１２％となっており、全体の約１７％が差別を感じると回答しています。 

一方で、知的障害の方では、「どちらかといえば感じる」が約２６％となっており、比較的多くなっ

ています。 

 

 

13.2%

10.6%

4.9%

10.2%

12.0%

37.4%

11.8%

0% 20% 40% 60%

とても感じる

どちらかといえば感じる

どちらともいえない

どちらかといえば感じない

ほとんど感じない

わからない

無回答

(N=2,882)

回答者数
とても感じ

る

どちらかと
いえば感じ

る

どちらとも
いえない

どちらかと
いえば感じ

ない

ほとんど感
じない

わからない 無回答

人数 2,882 140 339 379 305 1,077 347 295

構成比 4.9% 11.8% 13.2% 10.6% 37.4% 12.0% 10.2%

人数 2,064 58 169 244 220 909 213 251

構成比 2.8% 8.2% 11.8% 10.7% 44.0% 10.3% 12.2%

人数 502 40 128 86 54 88 81 25

構成比 8.0% 25.5% 17.1% 10.8% 17.5% 16.1% 5.0%

人数 316 42 42 49 31 80 53 19

構成比 13.3% 13.3% 15.5% 9.8% 25.3% 16.8% 6.0%

１位：白文字、２位：太文字

総計

身体障害

知的障害

精神障害



９１ページ 

 

チ  障 害 者 に 対 す る 区 民 の 理 解 度 は ど う 考 え ま す か 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者に対する理解度については、「あまり理解されていない」「まったく理解されていない」がそれ

ぞれ約 23％、約４％となっており、全体の約 27％が理解されていないと感じています。一方、「理解

されている」「おおむね理解されている」がそれぞれ約６％、約 25％となっており、全体の約 31％が

理解されていると感じています。 

障害別にみると、身体障害の方より知的障害及び精神障害の方のほうが、理解されていないと感じる

人の割合が高くなっています。 

 

 

23.2%

3.6%

6.3%

9.6%

32.1%

25.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理解されている

おおむね理解されている

あまり理解されていない

まったく理解されていない

わからない

無回答

(N=2,882)

回答者数
理解されて

いる

おおむね理
解されてい

る

あまり理解
されていな

い

まったく理
解されてい

ない
わからない 無回答

人数 2,882 183 726 669 103 925 276

構成比 6.3% 25.2% 23.2% 3.6% 32.1% 9.6%

人数 2,064 150 550 379 47 699 239

構成比 7.3% 26.6% 18.4% 2.3% 33.9% 11.6%

人数 502 22 133 187 16 117 27

構成比 4.4% 26.5% 37.3% 3.2% 23.3% 5.4%

人数 316 11 43 103 40 109 10

構成比 3.5% 13.6% 32.6% 12.7% 34.5% 3.2%

１位：白文字、２位：太文字

総計

身体障害

知的障害

精神障害



９２ページ 

 

ツ  障 害 を も つ 人 が 地 域 や 社 会 に 積 極 的 に 参 加 す る た め に 、特 に 大 切 な

こ と は 何 だ と 考 え て い ま す か 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害をもつ人が地域や社会に参加するために大切なことは、「地域や社会が障害や障害をもつ人に対

する理解を深める」が約 35％と最も多く、次いで「障害をもつ人が使いやすい施設を整備する」が約

25％となっています。前回の調査結果とはあまり差がありません。 

障害別にみると、身体障害の方で「移動が困難な人に配慮して交通機関や道路を整備する」が約 28％

と多くなっていることや、知的障害の方で「障害をもつ人が参加しやすい地域活動やイベントなどの機

会を増やす」が約 34％と多くなっていることが特徴です。 

17.5%

21.4%

20.5%

34.8%

12.2%

13.7%

2.6%

26.6%

23.5%

34.6%

18.9%

17.7%

5.3%

14.4%

12.6%

24.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害をもつ人が参加しやすい地域活動やイ
ベントなどの機会を増やす

障害をもつ人が使いやすい施設を整備する

移動が困難な人に配慮して、交通機関や道
路を整備する

地域や社会が障害や障害をもつ人に対する
理解を深める

ボランティアをもっと育成する

障害者本人や家族同士が協力しあう

その他

無回答

今回 前回（20年度）

(N=2,882)

回答者数

障害をもつ
人が参加し
やすい地域
活動やイベ
ントなどの
機会を増や

す

障害をもつ
人が使い

やすい施設
を整備する

移動が困
難な人に配
慮して、交
通機関や
道路を整備

する

地域や社
会が障害
や障害をも
つ人に対す
る理解を深

める

ボランティ
アをもっと
育成する

障害者本
人や家族
同士が協
力しあう

その他 無回答

人数 2,882 546 712 677 996 362 415 152 509

構成比 18.9% 24.7% 23.5% 34.6% 12.6% 14.4% 5.3% 17.7%

人数 2,064 306 514 578 571 210 298 106 439

構成比 14.8% 24.9% 28.0% 27.7% 10.2% 14.4% 5.1% 21.3%

人数 502 172 127 62 264 115 52 15 41

構成比 34.3% 25.3% 12.4% 52.6% 22.9% 10.4% 3.0% 8.2%

人数 316 68 71 37 161 37 65 31 29

構成比 21.5% 22.5% 11.7% 50.9% 11.7% 20.6% 9.8% 9.2%

１位：白文字、２位：太文字

精神障害

総計

身体障害

知的障害



20.3%

41.2%

9.1%

6.7%

7.1%

44.1%

19.2%

18.4%

26.2%

17.5%

26.4%

25.5%

22.2%

25.4%

21.4%

31.6%

18.3%

33.4%

3.3%

7.7%

14.8%

24.3%

33.2%

52.0%

17.6%

28.8%

29.9%

27.6%

23.8%

16.4%

24.8%

27.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談窓口や情報提供の充実

障害の早期発見・早期療育体制の充実

障害児のための保育・教育の充実

機能回復や地域生活に必要な訓練の充実

創作的活動や生活習慣習得などができる場の整備

ホームヘルプサービスなどの在宅サービスの充実

日常生活に必要な移動支援の充実

グループホームなど地域での生活の場の整備

入所施設の整備

企業などでの就労に向けた支援や雇用環境の整備

障害への理解や交流の促進

ボランティア活動などの地域活動の促進

段差などがなく利用しやすい公共施設・交通機関等の整備

その他

特にない

無回答

今回 前回（20年度）

（Ｎ＝２，８８２）
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テ  障 害 者 が 地 域 で 自 立 し て 生 活 を 送 る た め に 、重 要 と 思 う 取 り 組 み は

何 で す か 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害をもつ人が地域で自立して生活を送るために重要と思う取り組みについては、「相談窓口や情報

提供の充実」が約 52％と最も多く、次いで「段差などがなく利用しやすい公共施設・交通機関等の整

備」が約 41％となっています。前回調査と比較すると、「相談窓口や情報提供の充実」を希望する方の

割合が８ポイント増加しています。 
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（ ２ ） 事 業 者 へ の ア ン ケ ー ト 結 果  

ア  サ ー ビ ス の 提 供 の 状 況 は い か が で す か 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービスの提供状況は、「ほとんど空きがない」が約 71％と最も多く、次いで「提供可能上限の８割

程度となっている」が約 19％となっており、全体の約９割の事業者で空きがほとんどない状況となっ

ています。前回調査と比較すると、「ほとんど空きがない」が 14 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

56.8%

32.4%

5.4%

2.7%

2.7%

0.0%

5.2%

3.1%

71.1%

1.0%

1.0%

18.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど空きがない

提供可能上限の８割程度となっている

提供可能上限の６割程度となっている

提供可能上限の４割程度である

提供可能上限の３割以下である

無回答

今回 前回（20年度）

(N=97)
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イ  サ ー ビ ス 提 供 に あ た る 従 事 者 の 確 保 は ス ム ー ズ に 行 わ れ て い ま す

か 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービスの提供にあたり、従事者の確保がスムーズに行われているかどうかについては「特に問題は

生じていない」と「今は確保しているが、近い将来に不安がある」が約 36％と同率になっています。

また、約 26％の事業所が「すでに苦慮している」と回答しており、一部の事業所にとっては、従事者

確保にすでに苦慮していることが伺われます。なお、前回調査と比較すると「特に問題は生じていない」

が 12 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

24.3%

48.6%

21.6%

5.4%

0.0%

25.8%

2.1%

36.1%

0.0%

36.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特に問題は生じていない

今は確保出来ているが、近い将来に不安がある

すでに苦慮している

その他

無回答

今回 前回（20年度）

(N=97)
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２  目 黒 区 障 害 者 計 画 改 定 経 過  

（１）目黒区地域福祉審議会における検討経過（回数○数字は小委員会） 

回数 年 月 日 内    容 

１ 
平成 22 年 
7 月 20 日 

・保健医療福祉計画、介護保険事業計画及び障害者計画の改定について（諮問） 
・保健医療福祉計画平成 21 年度実績及び評価について 
・介護保険の利用状況(計画と実績)について 
・障害者計画にかかる平成 21 年度実績について 
・障害者計画改定に伴うアンケート調査の実施について 

２ 
平成 22 年 
8 月 24 日 

・障害者アンケートの修正について 
・保健医療福祉計画、介護保険事業計画及び障害者計画の改定について 
・計画改定に関わる地域福祉審議会の進め方について 

① 
平成 22 年 
9 月 14 日 

・計画改定小委員会への付託事項について 
・計画の基本理念について 
・地域における保健医療福祉推進の基本的な考え方について 

② 
平成 22 年 
12 月 15 日 

・「障害をもつ人の自立生活・社会生活への支援」について 

③ 
平成 23 年 
１月 21 日 

・「地域包括ケアの推進」について 
・「サービスの質の向上」について 

３ 
平成 23 年 
2 月 23 日 

・第５期介護保険事業計画策定における基礎資料調査及び高齢者の生活に関する調査の
実施結果(速報)について 

・障害者計画改定に伴うアンケート調査結果(速報)について 
・健康めぐろ２１（平成 23～27 年度）改定について 
・計画改定小委員会の検討状況について 

④ 
平成 23 年 
3 月 29 日 

・「地域における新たな支え合いの仕組みの確立」について 
・「生活困難・要支援者に対するセーフティーネットの充実」について 

⑤ 
平成 23 年 
５月 12 日 

・地域福祉審議会計画改定小委員会報告について 

４ 
平成 23 年 
６月 2 日 

・「介護保険事業計画改定の基礎資料のための調査」及び「高齢者の生活に関する調査」
の実施結果について 

・障害者計画改定に伴うアンケート調査結果について 
・計画改定小委員会報告について 

５ 
平成 23 年 
７月８日 

・目黒区保健医療福祉計画平成 22 年度実績及び評価につ 
いて 

・目黒区介護保険の利用状況（計画と実績）について 
・目黒区障害者計画に係る平成 22 年度の実績について 
・計画改定小委員会報告内容の検討について 

⑥ 
平成 23 年 
９月 16 日 

・「目黒区保健医療福祉計画・介護保険事業計画及び障害者計画の改定について（中間の
まとめ）（素案）案」について 

・保健医療福祉計画・介護保険事業計画・障害者計画の体系案について 
・地域福祉を考えるつどいについて 

 
平成 23 年 
10 月７日 

地域福祉を考えるつどい開催 

６ 
平成 23 年 
11 月４日 

・目黒区保健医療福祉計画・介護保険事業計画及び障害者計画の改定について（中間の
まとめ）（素案）について 

・目黒区保健医療福祉計画・介護保険事業計画・障害者計画の体系案について  

７ 
平成 23 年 
11 月 21 日 

・保健医療福祉計画・介護保険事業計画・障害者計画改定にかかる地域福祉審議会中間
のまとめ（案）について 

・保健医療福祉計画・介護保険事業計画・障害者計画の素案について   
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３  目 黒 区 地 域 福 祉 審 議 会 委 員 名 簿  

（１）目黒区地域福祉審議会委員名簿（平成 22 年 7 月 18 日から） 

 

役 職 名 氏    名 所     属 

会   長 

副 会 長 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

 

委  員 

 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

 

委  員 

委  員 

 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

○大橋 謙策 

○石渡 和実 

○北本 佳子 

○小林 良二 

赤城 ゆたか 

須藤 甚一郎 

岩崎 ふみひろ 

粟田  彰 

 

伊藤 良一 

 

石田 寿満 

徳永 泰行 

○山田  脩 

伊藤 圭史 

勝俣 正之 

寺田 友英 

北澤 由美子 

 

小堀 正章 

齋藤 二三夫 

 

薩日内 小弓 

○中村 茂子 

柳  芳郎 

岩下  薫 

小山 朝子 

柴山 征矢男 

武田 孝子 

出口 裕子 

日本社会事業大学大学院特任教授 

東洋英和女学院大学教授 

昭和女子大学准教授 

東洋大学教授 

目黒区区議会議員 

目黒区区議会議員 （平成 23 年 4 月 30 日まで） 

目黒区区議会議員（平成 23 年 5 月 20 日から） 

（社）目黒区社会福祉協議会事務局長（平成 23 年

3 月 31 日まで） 

（社）目黒区社会福祉協議会事務局長（平成 23 年

4 月 1 日から） 

（社）愛隣会総合ケアセンター駒場苑施設長 

指定居宅介護事業者目黒区連絡会会長 

目黒区障害者団体懇話会会長 

社団法人目黒区医師会会長 

社団法人東京都目黒区歯科医師会会長 

目黒区薬剤師会学務理事 

目黒区社会福祉協議会ファミリー・サポート・セン

ター協力会員 

目黒区老人クラブ連合会書記 

目黒区社会福祉協議会めぐろボランティア・区民

活動センター登録会員 

ミニデイ･サロン連絡会代表 

中央第 2 地区民生児童委員協議会会長 

目黒区住区住民会議連絡協議会中央地区委員 

公募区民 

公募区民 

公募区民（平成 23 年 8 月 5 日まで） 

公募区民 

公募区民 

※名前の前に「○」印は地域福祉審議会計画改定小委員会委員のメンバー 
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４  障 害 者 施 策 の 推 移  

年 月 目黒区の政策 国際的な動きと国の政策・東京都の施策 

昭和55年 
(1980) ３月 地域防災計画策定（以後、毎年一部改正） 国際障害分類（ＩＣＩＤＨ） 

 56 年
(1981)   国際障害者年 

国際障害者年東京都行動計画策定(昭和 56 年度～平成２年度) 

58 年
(1983)   国連障害者の 10 年 開始年 

59 年
(1984) 

11 月 障害者のための福祉環境実現に向けて 
一障害者施策の体系と課題別事業計画一策定（昭和 58～67 年）

 

62 年
(1987) 

５月 障害者の雇用の促進等に関する法律の改正(昭和 63 年４月施行)＊１ 

９月  精神保健法への改正 ＊２ 

平成元年 
(1989) 

３月 目黒区国際障害者年後期行動計画策定（昭和 63～平成４年度）  

４月 目黒区立施設福祉環境整備要綱施行  

10 月 目黒区福祉のまちづくり整備要綱施行  
12 月 「高齢者保健福祉 10 ヵ年戦略（ゴールドプラン）」策定

２年
(1990) ６月  福祉関係８法の改正（平成３年１月施行） ＊３ 

３年
(1991) １月  東京都地域福祉推進計画 

４年
(1992) 

３月  
国連障害者の 10 年 最終年
「ノーマライゼーション推進東京プラン-東京都障害者福祉行動計画｣策
定(平成３～14 年) 

５年
(1993) 

 アジア太平洋障害者の 10 年 開始年

３月  障害者の雇用の促進等に関する法律の改正 ＊４  
「障害者対策に関する長期計画」策定（平成 5～14 年度）＊５ 

６月  精神保健法の改正 ＊６             

12 月  障害者基本法の改正 ＊７ 
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年 月 目黒区の政策 国際的な動きと国の政策・東京都の施策 

平成６年 

(1994) 

１月 目黒区第二次障害者行動計画策定（平成 5～15 年度）  

 

６月 

 

 

 

高齢者身体障害者等が円滑に利用できる特定建築物の促進に関する法

律（ハートビル法）の制定 ＊８ 

７年

(1995) 

３月  東京都福祉のまちづくり条例公布 

５月  市町村の障害者計画策定に関する指針について（通知） 

７月  精神保健及び精神障害者福祉に関する法律への改正 ＊９  

12 月  「障害者プラン」策定（平成 8～14 年度） ＊10 

８年

(1996) 
９月  東京都福祉のまちづくり条例全面施行 

９年

(1997) 

4 月 
 

 

障害者の雇用の促進等に関する法律の改正 ＊11 

東京都地域福祉推進計画 

12 月  
今後の障害保健福祉施策の在り方について（中間報告） 

介護保険法成立 

10 年

(1998) 

３月 
 

 

特定非営利活動促進法成立 

成年後見制度の改正に関する要綱試案公表 ＊12 

４月  
ノーマライゼーション推進東京プラン-東京都障害者福祉行動計画改定
(平成 9～17 年度) 

６月  社会福祉基礎構造改革について（中間報告） 

11 年

(1999) 

８月  ｢障害者に係る欠格条項の見直しについて｣ 

10 月  地域福祉権利擁護事業開始 

12 月  成年後見制度改正 
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年 月 目黒区の政策 国際的な動きと国の政策・東京都の施策 

12 年

(2000) 

２月 

目黒区第二次障害者行動計画改定（平成 12～15 年度） 

目黒区地域福祉計画改定（平成 12～16 年度） 

目黒区介護保険事業計画策定（平成 12～16 年度） 

 

 

 

４月 

 

 

 

 

介護保険制度施行 

地方分権の推進を図るための関係法律の整備等に関する法律 （地方分

権一括法）施行 ＊13 

５月 
 

 

高齢者身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関

する法律（交通バリアフリ一法）の制定＊14 

６月 
 

 

社会福祉の増進のための社会福祉事業法等の一部を改正する等の法律 

＊15 

10 月
目黒区基本構想策定 

目黒区基本計画改定（平成 13～22 年度） 

 

 

13 年

(2001) 

３月 目黒区実施計画改定（平成 13～17 年度） 国際障害分類改訂版(ICF) ＊16 

５月 目黒区住宅マスタープラン改定（平成 13～22 年度）  

14 年

(2002) 
５月  アジア太平洋障害者の 10 年(2003～2012 年)を決議 

15 年

(2003) 

２月 目黒区第三次障害者行動計画策定（平成 15～24 年度）  

４月  
支援費制度開始 

東京都福祉サービス第三者評価制度の開始 

16 年

(2004) 
３月 目黒区実施計画改定(平成 1６～20 年度）  

18 年

(2006) 

４月 

10 月
 

*障害者自立支援法の一部施行 

障害者自立支援法の完全施行 

19 年

(2007) 
３月 

目黒区実施計画改定（平成 19～23 年度） 

目黒区障害福祉計画（第１期）策定 
 

21 年

(2009) 
２月 目黒区障害者計画策定（平成 21～23 年度） 障がい者制度改革推進会議 
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年 月 目黒区の政策 国際的な動きと国の政策・東京都の施策 

22 年

(2010) 
３月 目黒区実施計画改定（平成 22～26 年度） 

「障がい者制度改革推進本部等における検討を踏まえて障害保健福祉施

策を見直すまでの間において障害者等の地域生活を支援するための関係

法律の整備に関する法律」の制定 

23 年

(2011) 
  

障害者基本法の改正 

障害者虐待防止法の成立（平成 24 年 10 月施行） 

24 年

(2012) 
 目黒区障害者計画改定（平成 24～26 年度）  

 

 
＊１ 障害をもつ人の雇用促進を図るため、従来の「身体障害者雇用促進法」を「障害者の雇用の促進等に関する法律」に改め、実

雇用率の対象に知的障害をもつ人を加えるなど障害をもつ人の範囲を拡大 
 
＊２ 精神障害者の人権の擁護、社会復帰の促進を図るため、従来の「精神衛生法」を改正 
 
＊３ 身体障害者福祉法、老人福祉法等福祉関係８法について、住民に最も身近な市町村で住宅サービスと施設サービスをきめ細か

く、一元的かつ計画的に提供できる体制作りを進めるなどの改正 
 
＊４ 障害者雇用対策基本方針の策定、重度の知的障害をもつ人の雇用率制度におけるダブルカウント適用等の改正 
 
＊５ 「*ノーマライゼーション」等の理念の基「完全雇用と平等」の目標の実現に向け、平成 5 年度からおよそ 10 年間にわたる

施策の基本的方向と具体的方策を示す計画を策定 
 
＊６ 精神障害者の定義、社会復帰のための事業の規定、資格制度の緩和等の改正 
 
＊７ 障害の範囲の明確化、障害者の日の設定、計画の策定義務、雇用促進公共施設の利用等の規定整備と事業者の責務規定、協議

会の名称変更等の改正、法律名も改称 
 
＊８ 不特定かつ多数の者が利用する建築物の廊下、階段等の施設を高齢者や障害者が円滑に利用できるようにするための措置とし

て建築主の努力義務や判断基準の策定等、建築主に対する指導誘導を総合的に講ずるために同法を制定 
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＊９ 精神障害をもつ人の自立を社会参加の促進を図るために必要な援助を行うという福祉施策の理念の規定、精神障害者保健福祉

手帳の創設など、精神障害をもつ人の福祉政策についての今後の施策推進の枠組みを確立するため、精神保健法を改正 
 
＊10 「障害者対策に関する新長期計画」の重点課題実施計画として、数値目標を盛り込むなど具体的施策目標を示すプランを策

定 
 
＊11 雇用率制度の拡充（知的障害をもつ人を含む法定雇用率［障害者雇用率］の設定）等 
 
＊12 成年後見制度は判断能力の不十分な成年者（認知症高齢者・知的障害や精神障害をもつ人等）を保護するための制度であり、

現行民法上は禁治産・準禁治産制度及びこれを前提とする後見・補佐制度が設けられている。この制度を、自らの意思で福祉
サービスを利用しやすくするために検討 

 
＊13 従来の地方自治体の事務は、国からの強い指揮監督を受ける機関委任事務が 4～8 割を占めていたが、これが廃止され、地

方公共団体が自らの責任と判断で行う自治事務と、国の利害に関係のある事務を法に基づき引き受ける法定受託事務に再編さ
れた。 

 
＊14 高齢者・身体障害者等が安全かつ便利に公共交通機関を利用できるようにするために、旅客施設や車輛、周辺道路、駅前広

場等の*バリアフリー化を促進することについて定めた法律 
 
＊15 社会福祉基礎構造改革に伴う法改正で、①利用者の立場に立った社会福祉制度の構築、②サービスの質の向上、③社会福祉

事業の充実・活性化、④地域福祉の推進等の施策を講じ、社会福祉の活性化を図ることを目的とする。 
 
＊16 1980 年に世界保健機関（ＷＨＯ）は障害を３つのレベルに分け、機能障害、能力障害、社会的不利としたが、それでは不

十分だとして改正案が示された。改正案では、健康状態、身体機能・構造、活動、参加等の生活機能の理解に背景因子(環境、
個人)を取り入れ、整理されている。 
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５  用 語 解 説 （ ５ ０ 音 順 ）  

この解説は、本計画に記載されている用語についてのものです。 

本文中には「＊」で表示してあります。 

 

◇ ア ク セ シ ビ リ テ ィ （ ７ Ｐ ）  

  直訳は接近できること、入手可能なことなどの意。障害の有無や年齢などの条件

に関係なく、だれもが同じようにインターネット等で提供される情報を利用できる

ことです。 

 

◇ ADL(Activit ies of Daily Living) （ 24Ｐ ）  

  一般に日常生活動作と訳されます。 日々の生活をするために必要な基本的動作

のことで、具体的には、身辺の動作(食事、着替え、排せつ、入浴等)、移動動作、

コミュニケーションなどがあります。 

 

◇ QOL（ Quality of Life) （ 24Ｐ ）  

  ｢生命の質｣、｢生活の質｣、｢人生の質｣などと訳されます。生活者自身の意識や価

値観(満足感、幸福感、安定感)と、生活の場である環境との調和のある状態を保ち、

質的に高めて、充足した生活を実現し、さらに向上させようとすることです。 

 

◇ グ ル ー プ ホ ー ム （ Group Home) （ ３ Ｐ ）  

  専任の世話人が常駐し、食事提供や相談その他の生活面での援助を受けながら、

数人の障害をもつ人が共同生活する居住形態です。 

 

◇ ケ ア マ ネ ジ メ ン ト (Care Management)（ 67Ｐ ）  

  生活困難な状態になり援助を必要とする人が、地域でそれぞれの自立した生活を

実現できるよう、適切な保健・医療・福祉サービスなどを効果的に利用できるよう

に調整することを目的とした援助方法です。 

 

◇ 権 利 擁 護 (ア ド ボ カ シ ー ： Advocacy) （ 11Ｐ ）  

  自己の権利や援助のニーズを表明したり行使することが困難な障害をもつ人や

高齢者等に代わって､援助者が代理としてその権利やニーズ獲得を支援したり実現

することをいいます。 
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◇ 障 害 者 自 立 支 援 法 （ １ Ｐ ）  

  平成１５年度から開始された支援費制度に変わり、平成１８年４月から一部が施

行され、平成１８年１０月から全面施行された法律です。 

従来分かれていた障害者施策を一元化し、障害の種別（身体障害・知的障害・精

神障害）にかかわらず、共通の仕組みによってサービスが利用できるようにしまし

た。 

 

◇ シ ョ ー ト ス テ イ （ 72Ｐ ）  

  障害をもつ人の介護に当たっている家族の疾病等により、一時的に家庭生活を送

ることが困難な場合、又は施設において自立訓練を必要とするときなどに、入所施

設等で一定期間、障害をもつ人や高齢者などが生活する制度で、原則として７日以

内とされています。 

 

◇ ソ ー シ ャ ル ・ イ ン ク ル ー ジ ョ ン (Social Inclusion) （ ７ Ｐ ）  

  インクルージョン(Inclusion)は、「包み込む(Include)」の名詞形で、「包含」な

どと訳されたこともありますが、今はカタカナで書くことが一般的です。 

「ソーシャル・インクルージョン」とは、あらゆる人が地域の構成員として必要

な支援を受け、包み支え合いながら暮らすという考え方です。 

 

◇ ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン (Normalization)  （ 57Ｐ ）  

  すべての人々が同じ社会の一員として他の人々と変わらない日常生活を営むこ

とがノーマルな人間生活であり、さらに障害をもつ人も地域を基盤として人々とと

もに生きていける社会がノーマルな社会です。この両面をともに実現する社会を目

指していくことをいいます。 

 

◇ バ リ ア フ リ ー (Barrier free) （ １ Ｐ ）   

  バリアとは｢障壁｣のことで、福祉のまちづくりを進めるためにさまざまな障壁を

なくしていくことをいいます。建築物や交通機関等のハード面のバリアとともに、

生活にかかわる情報面や制度面のバリア、そして差別や偏見といった心のバリアを

取り除いていくことも、バリアフリーの重要な側面です。 
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◇ ピ ア カ ウ ン セ リ ン グ (Peer Counseling) （ 20Ｐ ）  

  障害をもつ人が自らの体験を生かし、同じ仲間である他の障害をもつ人の相談に

応じ、問題の解決を図ること。障害をもつ人の場合だけでなく、障害児の親、がん

患者、高齢者などさまざまな分野に広がっています。 

 

◇ ラ イ フ ス テ ー ジ (Life Stage) （ ７ Ｐ ）  

  乳児期・幼児期・児童期・青年期・成年期・壮年期・老齢期など人間が誕生して

から死に至るまでの生活史上における年代別の各段階のことです。 

 

◇ ユ ニ バ ー サ ル ･デ ザ イ ン (Universal Design) （ ８ Ｐ ）  

  障害をもつ人や高齢者等に使いやすい配慮をするという「バリアフリー」の概念

を超えて、障害をもつ人や高齢者も含め、だれもが利用しやすい製品や環境をデザ

イン（考案）することです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


